
　
東
播
磨
地
域
に
は
重
厚
長
大
の
大
手
工
場
だ
け
で
な
く
独
自
の
技
術
や
製
品

を
持
つ
中
小
企
業
が
数
多
く
あ
る
。
２
０
０
１
年

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
東

播
磨
も
の
づ
く
り
交
流
会
」
は
、
そ
ん
な
企
業
が
集
ま
っ
た
異
業
種
交
流
組
織

だ
。
設
立
時
か
ら
参
加
し
、
５
月
に
は
三
代
目
に
就
任
し
た
山
脇
憲
明
会
長

ナ
シ
ョ
ナ
ル
護
謨
顧
問

へ
、
現
在
の
交
流
会
の
取
り
組
み
や
東
播
磨
地
域

の
現
状
な
ど
を
聞
い
た
。

交
流
通
じ
た
製
品
開
発
支
援

山脇憲明会長東播磨ものづくり交流会

地域に活気ここがポイント

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
―
地
域
の
中
小
企
業
の
特
徴
や
現

状
に
つ
い
て
。

　
「
バ
ブ
ル
期
に
は
、
こ
の
地
域
に

も
大
手
の
下
請
け
企
業
が
多
数
あ
っ

た
。
だ
が
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
親
会

社
か
ら
理
不
尽
な
値
引
き
を
迫
ら

れ
、
多
く
の
企
業
が
市
場
か
ら
退
場

し
た
。
今
は
下
請
け
体
質
か
ら
う
ま

く
脱
し
た
企
業
が
独
自
の
技
術
や
製

品
で
頑
張
っ
て
い
る
。
国
内
市
場
の

縮
小
な
ど
か
ら
、
現
在
は
ど
の
企
業

も
厳
し
い
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
自
ら
新
た
な
市
場
を

開
拓
し
て
き
た
企
業
が
多
い
た
め
、

そ
れ
ほ
ど
心
配
は
し
て
い
な
い
」

　
―
交
流
会
発
足
の
経
緯
や
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
。

　
「
交
流
会
は

年

月
に
東
播
磨

県
民
局
が

技
術
交
流
会

の
名
称

で
音
頭
を
取
っ
て

社
で
発
足
し

た
。
異
業
種
交
流
を
通
じ
た
新
製
品

開
発
や
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど

が
目
標
で
、
現
在
は

社
に
広
が
っ

て
い
る
。

年
に
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化

た
い
ひ

装
置
に
取
り
組
ん
だ
。
５
―
６
社
で

相
談
し
て
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
合
計
で
４
０
０

台
販
売
し
た
。

年
に
は
６
社
で
炭

化
綿
を
使
っ
た
家
庭
用
の
脱
臭
剤
の

開
発
を
行
っ
た
り
、

年
に
は
下
水

道
の
処
理
か
ら
出
る
汚
泥
の
再
利
用

に
も
取
り
組
ん
だ
」

　
―
現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
最
近
は
一
企
業
に
対
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
や

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
２
社
に
対
し
製

品
化
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
た
だ

現
状
は
、
希
望
の
テ
ー
マ
を
募
っ
て

２
カ
月
に
１
度
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
る
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
ず
、
昔
に
比

べ
れ
ば
停
滞
し
て
い
る
」

　
―
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　
「
１
年
の
任
期

な
の
で
た
い
し
た

こ
と
は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
メ
ン
バ
ー
内
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー

ズ
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
分
科
会
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
お
互
い
を
よ

く
知
る
機
会
を
設
け
た
い
。
若
手
経

営
者
の
参
加
を
促
す
こ
と
も
重
要

だ
。
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で
交
流
会

の
活
性
化
を
図
り
、
さ
ら
に
こ
の
地

域
を
元
気
に
し
た
い
」

県
内
最
大
の
流
域
面
積
を
持
つ
加
古
川
の
河
口
、
周

辺
に
は
鉄
鋼
や
化
学
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
立
地
す
る

日本の標準時子午線上に
立つ明石市立天文科学館
同科学館前にある東経
度子午線の標識

兵庫県東播磨地域兵庫の元気印企業が集まる
経
済
活
動
大
手
が
先
導
８
年
連
続
で
県
内
首
位
工
業
製
品
出
荷
額

技
術
力
あ
る
企
業
多
数

　
兵
庫
県
の
瀬
戸
内
海
臨
海
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
東
播
磨
地
域
。
こ
こ
に
広
が
る
播
磨
臨
海
工
業
地
帯
は
、
川
崎
重

工
業
、
神
戸
製
鋼
所
、
三
菱
重
工
業
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
重
厚
長
大
型
企
業
が
主
要
拠
点
を
置
く
ほ
か
、
独
自
の
製
品
を

展
開
す
る
技
術
力
の
高
い
中
堅
・
中
小
企
業
が
多
数
集
積
し
て
い
る
。
神
戸
や
姫
路
ほ
ど
地
名
度
は
高
く
な
い
が
、
経
済
・

産
業
分
野
で
は
実
力
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
工
業
製
品
等
出
荷
額
は
県
内
で
８
年
連
続
１
位
を
占
め
る
。
超
円
高
や
新
興
国

の
台
頭
な
ど
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
に
あ
り
な
が
ら
、
元
気
を
維
持
し
続
け
る
東
播
磨
地
域
の
強
さ
を
探
る
。

　
東
播
磨
地
域
は
西
は
姫
路
市

か
ら
東
は
神
戸
市
に
至
る
３
市

明
石
市
、
加
古
川
市
、
高
砂

市

２
町

稲
美
町
、
播
磨

町

の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ

る
。
域
内
の
東
に
は
日
本
の
標

準
時
を
決
め
る
東
経
１
３
５
度

の
子
午
線
が
南
北
に
走
り
、
西

に
は
県
下
最
大
の
流
域
面
積
を

持
つ
一
級
河
川
の
加
古
川
が
流

れ
、
播
州
平
野
が
広
が
る
。
中

央
部
の
印
南
野
台
地
は
、
た
め

池
の
数
で
日
本
一
を
誇
る
兵
庫

県

約
４
万
７
０
０
０

の
中

で
も
特
に
密
集
す
る
地
域
。
甲

子
園
球
場
の
約

倍
の
面
積
が

あ
る
「
加
古
大
池
」
や
６
７
５

年
に
築
か
れ
た
記
録
が
残
る
県

内
最
古
の
「
天
満
大
池
」
な
ど

約
６
０
０
も
の
池
が
あ
る
。

　
一
方
、
産
業
に
目
を
向
け
る

と
、
基
礎
素
材
型
産
業
や
加
工

組
み
立
て
型
産
業
の
比
率
が
高

く
生
産
用
機
械
、
鉄
鋼
、
輸
送

用
機
械
、
化
学
な
ど
の
工
業
が

集
積
し
て
い
る
。
兵
庫
県
の

年
度
工
業
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
神
戸
や
阪
神
南
な
ど
県
内

地
域
の
中
で
、
東
播
磨
の
事

業
所
数
は
１
１
０
１
事
業
所

全
県
で

・
６
％

で
４
位

１
位
神
戸

、
従
業
員
数
は

６
万
２
１
０
８
人

全
県
で

・
４
％

で
２
位

１
位
神

戸

だ
が
、
工
業
製
品
等
出
荷

額
等
は
３
兆
１
０
２
５
億
円

全
県
で

・
９
％

と
８
年

連
続
で
１
位
に
あ
る
。
事
業
所

数
の
割
に
従
業
員
数
が
多
い
こ

と
か
ら
、
規
模
の
大
き
い
工
場

・
製
造
所
が
比
較
的
多
い
地
域

で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

い
わ
ば
、
こ
う
し
た
大
手
メ
ー

カ
ー
が
こ
の
地
域
の
産
業
・
経

済
を
先
導
し
て
い
る
。

　
今
年

周
年
を
迎
え
た
川
崎

重
工
業
の
播
磨
工
場
で
は
Ｌ
Ｎ

Ｇ
タ
ン
ク
、
舶
用
ボ
イ
ラ
、
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
な
ど
を
手
が
け

て
い
る
。
ほ
か
に
も
接
岸
時
な

ど
に
船
を
横
方
向
に
動
か
す
た

め
の
動
力
装
置
で
あ
る
サ
イ
ド

ス
ラ
ス
タ
ー
中
心
の
舶
用
推
進

器
を
年
間
で
約
３
０
０
台
生
産

し
て
い
る
。

　
三
菱
重
工
業
は
電
力
用
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
や
火
力
プ
ラ
ン
ト

な
ど
を
高
砂
製
作
所
で
手
が
け

る
。
こ
の
ほ
ど

％
以
上
の
熱

効
率
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

排
ガ

ス
熱
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド

サ
イ
ク
ル

の
商
用
化
に
着
手

し
た
ほ
か
、
中
国
か
ら
ガ
ス
発

電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
す
る

な
ど
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
神
戸
製
鋼
所
は
播
磨
工
場
と

高
砂
製
作
所
で
石
油
精
製
・
石

油
化
学
向
け
の
圧
縮
機

コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー

を
製
造
し
て
い

る
。
播
磨
工
場
で
は
汎
用
品
、

高
砂
製
作
所
で
は
特
注
品
を
手

が
け
て
お
り
、
こ
こ
で
も
節
電

意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
国
内
だ

け
で
な
く
新
興
国
の
需
要
を
受

け
て
活
況
が
続
い
て
い
る
。
射

出
成
形
機
や
電
動
ダ
イ
カ
ス
ト

マ
シ
ン
の
東
洋
機
械
金
属
は
、

日
本
製
鋼
所
と
中
国
で
の
射
出

成
形
機
部
材
調
達
で
協
業
を
始

め
る
。
江
蘇
省
常
熟
に
あ
る
成

形
機
工
場
が
対
象
で
中
国
市
場

の
需
要
の
伸
び
に
対
応
す
る
。

一
方
、
電
動
サ
ー
ボ
ダ
イ
カ
ス

ト
マ
シ
ン
で
は
型
締
め
力
１
２

５

の
小
型
機
を
追
加
し
、
品

ぞ
ろ
え
を
強
化
し
て
い
る
。

　
中
堅
・
中
小
の
動
き
も
活
発

だ
。
森
合
精
機

明
石
市

は

中
国
・
上
海
に
現
地
法
人
を
設

立
し
た
ほ
か
、
バ
リ
取
り
と
乾

燥
が
一
台
で
で
き
る
Ｎ
Ｃ
バ
リ

取
り
洗
浄
機
を
開
発
し
た
。
大

和
製
衡

同

は
従
来
品
の
２

倍
の
能
力

１
分
間
に
２
０
０

計
量

を
持
ち
な
が
ら
、
消
費

電
力
は

％
削
減
し
た
組
み
合

わ
せ
計
量
機
を
完
成
し
て
い

る
。
鈍
渡
技
研
電
子
工
業

稲

美
町

や
晃
栄
電
子

明
石

市

は
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
を
活

用
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
女

性
の
防
犯
向
け
の
生
体
監
視
装

置
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

を
発
売
し
た
。
パ
ラ
ダ
イ
ス
グ

ラ
ス

加
古
川
市

は
８
時
間

光
る
蓄
光
ガ
ラ
ス
タ
イ
ル
、
匠

工
芸

高
砂
市

は
色
が
自
在

に
変
化
す
る
店
頭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ

イ
ン
を
完
成
し
た
。
年
間
１
５

０
万
足
も
の
靴
下
を
生
産
し
て

い
る
ト
モ
エ
繊
維

加
古
川

市

は
、
導
電
性
繊
維
を
使
っ

て
、
は
め
た
ま
ま
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

な
ど
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
が

で
き
る
手
袋
を
開
発
し
た
。
日

本
で
初
め
て
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ

を
手
が
け
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
護
謨

稲
美
町

は
、
発
熱
効
果
を

持
つ
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
商
品

化
を
進
め
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ツ

リ
ー

明
石
市

は
工
場
の
検

査
工
程
用
に
ア
ッ
プ
ル
の
携
帯

型
情
報
端
末
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

ア

イ
パ
ッ
ド

」
を
活
用
し
、
作

業
現
場
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　
こ
れ
ら
重
厚
長
大
か
ら
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
企
業
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
が
新
製
品
投
入
や
海

外
進
出
な
ど
活
発
な
動
き
を
見

せ
て
い
る
。
大
企
業
の
陰
に
隠

れ
が
ち
だ
が
、
中
小
企
業
も
負

け
て
は
い
な
い
。
身
近
に
大
企

業
が
あ
る
と
安
易
に
頼
る
傾
向

が
強
い
中
、
大
手
に
頼
る
こ
と

な
く
、
独
自
の
技
術
と
販
売
力

に
よ
っ
て
新
た
な
市
場
を
切
り

開
い
て
い
る
企
業
が
多
い
。
こ

れ
ら
中
小
の
独
自
の
活
動
が
県

内
ト
ッ
プ
を
下
支
え
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月２４日 木曜日 　　


